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第1章 序 論
カ イ コ後 部 絹 糸 腺 に おい て合 成 さ れ る フィプ ロイ ンは,分 子 量 約35万 のH鎖 と約2.5万 のL鎖 が
ジス ル フ ィ ド結 合 に よ って 結 合 した構 造 を有 して い る 。H鎖 は,グ リシ ン ・ア ラニ ン ・セ リ ンな ど
の側 鎖 の小 さな ア ミノ酸に 富 む繊 維 状 タ ンパ ク質 で あ り,絹 糸 の主 成 分 で あ る。H鎖 に つ い て は,こ
れ まで タ ンパ ク質 ・遺 伝 子 の 両 レベ ル に 関 して 詳 しい 研 究 が行 わ れ て きた。 一 方,こ の 巨大 タ ンパ
ク質 で あ るH鎖 に結 合 して い る低 分 子 のL鎖 に つ い て の 研 究 は,L鎖 の 確認 が比 較 的 最近Dで あ っ
た た め 充 分 に行 わ れ てい ない 。 そ こ で本 研 究 で は,フ ィ プ ロイ ン生 産 に お け るL鎖 の 機能 に興 味を
持 ち,そ の 遺 伝 生 化学 的 解 明を 目 的 と した。
研 究 の 手段 と して は,フ ィプ ロイ ン生 産 能 に欠 陥 を 持 つ突 然変 異 蚕 を利 用 した 。 現 在 系統 保 存 さ
れ て い る突 然 変異 種 の 中 で,こ の期 待 を充 た して くれ る可 能性 の あ る もの は,セ リシ ン蚕(N4-3D,
N4-5)お よ びN4系 統(Nd(z),Nd(ll)の 突 然 変 異 蚕 で あ る。 これ らの 変異 蚕 は,後 部 絹 糸 腺 にの
み異 常 が 発 現 し,フ ィ プ ロ イ ン合 成 系 に異 常 を来 た して い る。N4「 訊N4一 ε両変 異 は フ ィ プ ロイ
ンL鎖 遺 伝子 と同 … の 第14番 染 色 体 上 に マ ップ され,一 方1曜(2)変 異 は フィプ ロ イ ンH鎖 遺 伝 子 と
同一・の第25番 染 色体 上 に マ ップ され てい る。2)3)
本 研 究 で は,こ れ らの 突 然 変 異 蚕 が フ ィプ ロイ ンH鎖 あ るい はL鎖 に構 造 的 な 欠 陥 を 有 し,H-
L構 造 の形 成 が で きな い こと を 見 出 した。 そ して,H-L構 造 の形 成 が 行 わ れ な い 変異 蚕 の 生 産 す
るH鎖 の 諸性 質 を 調 べ た 。 また カ イ コ以 外 の絹 糸 昆 虫 の 生 産す る フ ィ プ ロ イ ンにつ い て もH-L構
造 の 存 在 の 有 無 を 検 討 した。 以 上 の 結 果 を基 に,カ イ コの フ ィ プ ロ イ ン生 合 成 な らび に分 泌 に お け
るL鎖 の 機 能 お よ び絹 糸 昆 虫 の フ ィプ ロ イ ン構 造 獲 得 の 多 様性 か らみ たL鎖 の性 質 につ い て考 察 し
た。
第H章 帽 一3D変 異 蚕 を 用 い た フ ィ プ ロ イ ンL鎖 の 機 能 解 析
Fig。1にN4…3D/N4一 ∫D・Nd-3+・+/+の 対 立遺 伝 子 構 成 を有 す る カ イ コの 解 剖 写 真 を示
した 。N4一.3D変 異 蚕 で は,後 部 絹 糸 腺 の 発 達 が著 し く妨 げ られ フィプロイ ン合 成 能 も著 し く低 下 し
て い る。
ノ盟 一εD変 異 蚕 の 後 部 絹 糸 腺 腺 腔 へ わ ず か に分 泌 され た フ ィプロイ ンは,H鎖 の みか らな り,L鎖
が欠 損 して い た(Fig.2)。 そ こで 後 部 絹 糸 腺細 胞 内 でL鎖 の 生 合成 が行 われ て い るか 否か を 調 べ
1251 一 proteinAを 用 い た ウエ ス タ ンブ ロ ッ ト法 で 検 討 した
。 そ の結 果,る た 反),抗L鎖 血 清 お よび
Fig。3に 示 す よ う に1>4-3D変 異 蚕(1ane3)に お い て:も糸1]1胞内 にL鎖 の 存 在 が 確 認 され た。 しか
し,そ の 分子 量 は 約27kdで あ り,正 常 なL鎖 の 分子 量25kdに 比 べ 見 か け上 高 分 子 で あ った。 正
常 な フ ィ プ ロ イン 生 産 を 行 う カ イ コ に お い て も,L鎖 の 分 子 量 多 型 が 見 られ る が,そ の範 囲 は通 常
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300ダ ル トン程 度 で あ り ,2V4-3Dの
生 産 す るL鎖 は 分子 量 の 点 で異 常 で あ
ると判 断 さ れ た。
出∴欝灘灘 皿灘
翻 訳 後,抗L鎖 血 清 に よ って 沈 降 させ
合成 さ れ たL鎖 の分 子 量 を 検 討 した と
ころ ,約27kdを 示 した。 こ の こと よ
り,分 子 量 の異 常 は 修 飾 の異 常 で は な
くポ リペ プ チ ド鎖 の 真 の 長 さ に原 因 す
る もの と考 え られ た。
次 に,二 次 元 電 気 泳 動 と ウエ ス タ ン
ブ ロ ッ ト法 を 組 合 せ て ,N4-3D後 部
絹 糸 腺 細 胞 内でH…Lサ ブユ ニ ッ ト結
合が 形 成 され て い る か否 か に つ い て調
べ た。 そ の結 果
,N4-3Dの 生産す るL
鎖 はH鎖 と結 合 して い な い こ とが 明 ら
か とな った。 ま た,正 常 蚕(後 部 絹 糸
腺 の発 達 と フ ィプ ロ イ ン生産 量 が 正常
とい う意味)とN4一 εDの交雑種N4-31ン
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由来 のL鎖 はH鎖 と結 合 してい ない こ とが 明 らか とな った 。 しか し,〈 曜 一ε 由釆 のH鎖 は正 常 蚕
由来 のL鎖 と結 合 して ほ ぼ 生常 な レベ ル で 腺 腔 へ と分 泌 され てい た(Fig.4)。 これ らの結 果 は,
N4-5D由 来 のL鎖 自身 にH鎖 との結 合 を妨 げ る原 因 の あることを 強 く示 唆 す る もの で あ り,交 雑 種
で はNゴ ー3D由 来 のL鎖 の代 役 と して正 常 蚕 由 来 のL鎖 が 利 用 され1V4-5D変 異 の形 質 発 現(フ ィブ














Fig.5は,2V4-3D/亙4-3D・2V4一 εD/+・+/+の 対 立 遺 伝子 構 成 を有 す る各 カ イ コ後 部 絹 糸
腺 に お け るH鎖 とL鎖 の結合 な らび に分 泌 の様 子 を ま と め た も の で あ る。
以 土 の結 果 よ り,ル4-5D変 異 はL鎖 の構 造 異 常 を 起 因 し,そ の ため にH-Lサ ブユ ニ ッ ト結 合 が
形 成 され ない こ と,ま た そ の結 果 とし てH鎖 の分 泌 に 障害 が もた らさ れ て い る可 能 性 が 示 唆 さ れ た。
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第 皿 章 フ ィプ ロイ ンL鎖 遺 伝 子 の 第14番 染色 体 上 に お け る 位 置の 決 定 と
ハ冠 一8変 異 との 関係
ノV4-3変 異蚕についても解析 したところ,N4一 εDの場合 と同様にL鎖 の構造的異常のためH_
Lサ ブユニッ ト結合の形成が:不能で,そ の結果分泌障害が引き起こされているものと判断された。
κ4-3D変 異 とN4-3変 異 は 共 に,第!4番 染色 体 上 の19.2の 座 位 に 存 在 す ることが 知 られ て い る2
そ こで フ ィプ ロ イ ンL鎖 遺 伝 子(Fゴ ∂一L)とN4一 εD,N4-3の 関 係 を より明 確 にするため第14番 染
色 体 上 にお け る両 者 の遺 伝 的 距 離 を 測 定 し,か つF訪 一ゐの座 位 の 決 定 を 目的 と した 。
カイ コの交 配 系 と して(++Fゴ ∂一乙A)×(σN4一 ∫F訪 一Zρ×++一F訪 一LC)を 用 い て σ,1曜 一3,
F功 一ゐ 間 の3点 試 験 を 行 っ た。 ひ は第14番 染 色体 上40,2の 位 置 に 座位 す る体 色 に 関 す る変 異 で
あ り,F訪 一五AF訪 一乙cは フィプ ロイ ンL鎖 のSDS一 ポ リア ク リル ア ミ1ドゲ ル電 気 泳 動 に お け る
移 動 度 の違 い(Aま た はCタ イ プ)を 示 す 。上 記 の 交 配 に よ って 得 られ た492頭 のF2カ イ コ個 体
に つ い て σ 一Nδ 一3-F功 一五間 の 交 差 率 を 調 べ た と こ ろF訪 一Lと1>'4-3間 で交 差 を生 じた カイコ
は 検 出 され な か った 。 σ と2V4-3あ るい は σ とF訪 一五間 の 交 差率 はいずれ も24.6%(一(56+65)
./492)で あ った(Table.1)。 以上 の結 果 よ り,フ ィ プ ロイ ンL鎖 遺 伝 子 と2Vゴー3変 異 は交 差 を生
じな いほ ど近 い 位 置 に 座 位 して い る もの と判 断 さ れ た。 つ ま りN4-3,諏 一3D変 異 は フィプ ロ イ ン
L鎖 遺 伝 子 内部 あ る いは そ の近 傍 に生 じた変 異 で あ る もの と考 え られ る。 そ して この こ と は,第1
章 で 示 した 「L鎖 のH鎖 との 結 合 能 力 の欠 損 が1V4-3Dあ る い はN4-3変 異 の形 質(フ ィプロイ ン合
成 量 の 低下)と 密 接 な関 係 に あ る 」 と い う可 能 性 を 強 く示 唆 す る もの と考 え られた邑)
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第W章 配(2)変 異 蚕 を 用 い た フ ィ プ ロ イ ンL鎖 の 機 能 解 析
Fig.6にN4(2)/N412),N4(2>/+,+/+の 対 立 遺 伝 子 構 成 を有 す る カ イ コ・後部 絹糸 腺 の写 真 を
示 した 。 八燃2)変 異 もN4-5D変 異 と同 様 に後 部 絹 糸 腺 の発 達 を 妨 げ,フ ィ プ ロ イ ン合 成 を著 し く低
..ドさせ る
。1V4…3Dと 異 な る点 は,醐(2ゾ+の 交 雑 種 に お い て も フ ィプ ロ イ ン合 成 能 の 正 常 レベ ル
へ の回 復 が見 られ ない こ と で あ る 。
Nゴ(2咬 異 蚕 の後 部 絹 糸 腺 腺 腔 へ わず か に分 泌 され た フ ィプ ロイ ンは,H鎖 の み か らな り、L鎖 は
検 出 され な か った。 しか し細 胞 内 に は25kdのL鎖 の存 在 が ウエスタ ンブ ロッ ト法 に よ っ て確 認 さ れ
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た、また,L鎖 分 子 量 の遺 伝 的多 型 を利 用 して交 雑 種N4{2)
/+の 合 成 す るL鎖 を 分析 した結 果,A嫉2)対 立 遺 伝 子 由
来 のL鎖 は 正 常 蚕 由来 のH鎖 とH-Lサ ブユ ニ ッ ト結 合 形 、
成 が 可 能 で あ る こ とが確 認 され た。
次 にH鎖 の分 子 量 に見 られ る遺 伝 的 多型 を利 用 して,交
雑 種2>4(2)/J-131に お ける ノ〉σ{2}対立 遺 伝 子 由来(PH鎖 と
J-131(正 常 蚕)対 立 遺伝 子 由 来 のH鎖 の存 在 量 比 を 後部
絹 糸 腺 細 胞 と 腺腔 に つ い て 比較 した と こ ろ,明 らか にく砿2)
由来 のH鎖 に 腺腔 へ の 分 泌 障害 が認 め られ た(Fig。7)。
また,両 カ イ コ系 統 由 来 の フ ィ プ ロ イ ン につ い て 後部 絹糸
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由 来 のH鎖 はL鎖 と結 合 してい たが,!財(2)由 来 のH鎖 はL鎖 と結 合 して い なか った(Fig.8)。





















































第V章 絹 糸 昆 虫 に お
け る フ ィ プ ロ
イ ン の 構 造 と
L鎖 の 検 索
自然 界 には 絹 糸 を 合 成 す る
昆 虫 は 多 種 類 存 在 して い る。
そ こで,カ イ コ フ ィプ ロ イ ン
に見 られ た:低分子 タ ンパ ク質
L鎖 のH鎖 へ の結 合 と そ の 分
泌 に対 す る機 能 とい う特 徴 が
カイ コ以 外 の 絹 糸 昆 虫 フ ィプ
ロ イ ンに も共 通 に 認 め られ る
もの か と い う点 に 興 味 を 持 ち,
実験 を 行 った 。
カ イ コガ 科(βo〃 　勿 面4α の
に属 す る カ イ コ(B.吻07の と
ク ワ コ(β.触7η4σ 短 πσ),カ
レハ ガ 科 に属 す るマ ツ カ レハ
(D.3ρ θo勧 ゴ〃3),そ して ヤ
マ マ ユ ガ科(ε 磁 躍 癬 面 の
に 属 す る4種 につ い て,そ れ
らの フ ィプ ロイ ンを2一 メ ル.
カブ トエ タノ ール に よ り還 元
後,12.5%SDSポ リア ク リル
ア ミ ドゲ ル電 気 泳 動(PAGE)
に供 した とこ ろ,フ ィプ ロ イ
ン構 成 タ ンパ ク質 として 約25
kdの 低 分 子 タ ンパ ク質 成 分を
有 して い るの は,カ イ コガ科
の カイ コ ・ク ワ コ そ して カ レ
ハ ガ科 の マ ツ カ レハ の みで あ






























科 の各 種 フ ィ プ ロ イ ンには,25kdの 低 分
こ錨甥鑓 翼蹴1讐
イブ ロ イ ンH鎖 類 似 の ポ リペ プ チ ドが ジス
ル フ ィ ド結 合 に よ って ダ イ マ ー を形 成 して
い る こ と が認 め られ た。
次 に カ イ コ ・ク ワ コ ・マ ツカ レハ か ら検
出 され た25kdの 低 分子 タンパ ク質 の性 質 の
共 通 性 に つ い て検 討 す るた め,カ イ コ抗L
鎖 血 清 と の反 応 性 を ウエスタ ンブ ロッ ト法 を
用 い て調 べ た。 そ の結 果,ク ワコの25kdタ
ンパ ク質 は カ イ コ抗L鎖 血 清 と反 応 す るが,
マ ツ カ レハ の25kdタ ンパ ク質 は反 応 しない
こ とが示 され た(Fig.10)。
ま た,カ イ コ ・ク ワ コ ・マ ツカ レハ お よ
び ヤ マ マ ユ ガ 科 の.エリサ γ(∫).o.短o初 の
に つ い て,そ れ らの ゲ ノムDNAの 相 同性 を















ころ,カ イ コ と ク ワ コ間に は 強 い相 同 性 が 見 られ 近 縁 種 で あ る と判 断 され たが,マ ツ カ レハ ・エ リ
サ ン ・カ イ コ間1とは 相 同性 が見 られ ず 近 縁 関 係 に は な い も の と判 断 され た(Fig.11)。
一一一方
,H一 一H型 の 構 造を 形 成 して い る ヤ ママ ユ ガ科 の エ リサ ンの ゲ ノムDNAを 制 限酵 素BamHI
で消 化 後,32Pで 標 識 した カ イ コL鎖cDNAク ロ ー ンを プ ロ ー ブ と して サ ザ ンプ ロ ッ ト法 を行 った
と こ ろ,カ イ コL鎖cDNAと 低 い 相 同性 の あ るBamHI断 片 が 検 出 され,カ イ コのL鎖 遺 伝 子 の進
化 を考 え る上 で 興 味 深 い 。
以 上 の結 果 を 総 合 す る と,絹 糸 昆 虫 の フ ィプ ロ イ ンに は,グ.り シ ン ・ア ラニ ンに富 む 高 分 子 のH
鎖(繊 維 タ ンパ ク質 と して機 能)に 低 分 子 のL鎖 が結 合 して い るH-Lタ イプ と,H鎖 同 士 が ダ イ
マ ー を形 成 し たH-Hタ イ プの 少 な くと も2つ の タイ プ が 存 在 す る こ と が 明 らか とな った 。 この 場
合,L鎖 は 同 一 の 科 に属 す る昆 虫 間 では 抗 原 性 が共 通 して い る が,科 が異 な る と抗 原 性 も異 な る と
い う結 果 が得 られ た 。
第VI章.総 合 考 察
八り一sDお よ びく砿2)変 異 蚕 では,少 量 の フ ィブ 白 イ ンH鎖 がH-Lサ ブユ ニ ッ ト結 合 を形 成 す る
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こと な く腺腔 へ分 泌 さ れ て い た。 この 現 象 は,H鎖 の 分泌 にH-L構 造 は必 須 で は な い こ とを 示 し
て い る・ しか し,H鎖 がH-L構 造 を形 成 した 時 に1む そ の 分泌 量 はH鎖 単 独 の場 合 に比 べ て 明 ら
か に増 大 した。 この事 実 は,ジ スル フ ィ ド結 合 に よ るH-L構 造 の形 成 がH鎖 の後 部 絹 糸 腺 細 胞 内
の移 行 あ る い は腺 腔 へ の放 出 の過 程 を促 進 す るこ とを示 す もの と考 え られ る 。
H鎖 は グ リシ ン ・ア ラニ ン ・セ リンな どの 側 鎖 の小 さ い ア ミノ酸 に 富 み,波 板 状 の β構 造 を取 り
易 く,疎 水 性 の強 い繊 維 タ ンパ ク質 で あ る。 この よ う にH鎖 は構 造 的 に繊 維 化 しや す い性 質 を 有 す
る タ ンパ ク質 で あ るにもかかわ らず,後 部 絹 糸 腺細 胞 内の分泌 過 程 において コロイ ド状 態を保 持 している 。
H鎖 は,L鎖 と結 合 す る こ と に よ り あ る立 体 構 造 を 形 成 し,分 泌 の間 に 必 要 な 溶 解性 を維 持 して
い る可 能性 も考 え られ る。 ま たL鎖 に は極 性 を 持 った ア ミノ酸 が比 較 的 多 く存 在 して お り,L鎖 が
結 合 す る こ とに よ り,フ ィプ ロイ ン分子 に親 水牲 を増 す 効 果 の あ る可 能 性 も考 え られ る。
蒲 生 ら7)は,1昭 一3D変 異 蚕 の 後 部 絹 糸 腺 細 胞 を 電 子 顕 微鏡 に よ って 観 察 し,小 胞 体 の 拡 張 を 認 め
た 。 さ らに そ の 内 部 に電 子 密度 の 高 い無 構 造 の 物質 が 存 在 す る こ とを 示 した 。 彼 らは,ゴ ル ジ装 置
の少 な い こ と よ り,小 胞体 か らゴル ジへ の フ ィ プ ロ イ ンの移 行 が 妨 げ られ て い る もの と推論 し た。
飯 島8)は,N4(2)変 異 蚕 について 電 顕観 察 を 行 い,同 様 に小 胞 体 の拡 張 と ゴル ジの 未発 達 を報 告 して
い る 。
N4-3D変 異 に つ い て は,遺 伝 的分 析 よ り,L鎖 遺 伝 子 の変 異 で あ る こ と が支 持 さ.れてお り(第 皿
章),H-L構 造 の形 成 不能 に よ り,フ ィ プ ロイ ンH鎖 が小 胞 体 中 に蓄 積 され,ゴ ル ジへ の移 行 が
妨 げ られ て い る可 能 性 が 考 え られ る 。N4(2}変 異 につ いて も遺 伝 的 分 析 よ りH鎖 遺 伝 子 の 変異 で あ る
可能 性 が支 持 され て お り,1盟 一2と 同様 の可 能 性 が考 え られ る 。
疎 水 性 の強 い 巨大 タ ンパ ク質H鎖 が も し も小 胞 体 中 に蓄 積 され,小 胞 体 の 拡 張 が起 る と,そQ細
胞 は代 謝 系 に障 害 を 受 け る可能 性 も考 え られ よ う。1財 一3D変 異 では 正 常 蚕 との 交雑 種 において,フ
ィ プ ロ イ ン合 成能 の 回 復 が 見 られ るの に対 して,1》4〔2}変 異 の場 合,フ ィプロイ ン合 成 能 の 回 復 は ほ
と ん ど見 られ な い 。.これ らの 変 異 の表 現 型 の差 は,1賜 一3ツ+で は1盟 一3D由 来 のH鎖 が 正 常 蚕 由 来のL
鎖 と結 合 して 分 泌 され る の に対 して,1盟(2}/+で は1V4(2〕 由来 のH鎖 はそ れ 自身 にH-L構 造 形 成
不 能 の 原 因 があ る た め に分 泌 能 の 回 復 が な さ れな い,と い う ことが 原 因 して い る もの と考 え られ る。
また 第V章 で 繭 を形 成 す る絹 糸 昆 虫 の フ ィ プ ロ イ ン構 造 は,少 な くと もH-Lタ イプ とH-Hタ
イ プ の2つ の タ イ プ に分 け られ る こ とが 示 され た 。 第 ∬章 ～ 】Vにお い て,カ イゴフィプ ロイ ンで は
H-L構 造 が 細 胞 内移 動 に 重要 で あ る可 能性 を 示 唆 して き た。 と こ ろ揮 ヤ マ マユ ガ科 の 昆 虫 の フ ィ
プ ロ イ ンは,グ リシ ン,ア ラ ニ ンに富 むH鎖 にL鎖 の 結 合 は観 察 され な か った。 これ は,ヤ マ マ ユ
ガ科 のH鎖 は 繊維 タ ンパ ク質 特 有 の グ リシ ン,ア ラニ ンに富 ん でに い る が,カ イ コの ア ミノ 酸組 成
と比 較 して グル タ ミン酸,ア スパ ラギ ン酸 お よび ア ル ギニ ンの 含 有 率 炉 高 い こ と,分 子 量 が カイ コ,
ク ワ コ,マ ツ カ レハ のH鎖 の350～400kdに 比 べ200～250kdと 小 さい こと, 、またH鎖 が ジ スル7
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.
イ,ド 結 合 に よ って ダ ィ マ ー を 形 成 し て お り,H-L構 造 に よ っ て 得 ら れ る タ ンパ ク質 の 性 質 と 同 様
の 性 質 を 獲 得 し て い る もの と 考 え ら れ る 。
ま た,同 じH-L列 プ で あ ・ て 樋 に よ ・ そL鎖 の 抗 原 性 が 異 な ・ て お り,フ ・ ブ 財 ン離
の 差 と と も に 絹 糸 昆 虫 の 進 化 に お け る 繊 維 タ ンパ ク質 フ ィ プ ロ ィ ン合 成 能 獲 得 の 多 様 性 を 示 す も の
と し て 興 味 深 い 。
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審 査 結 果 の 要 旨
カ イコ後 部 絹 糸 腺 に お い て合 成 され る絹 フ ィ プ ロ イ ン は分 子 量 約350kdalのH鎖 と約25㎞1
のL鎖 が ジス ル フ ィ ド結 合 した 構 造 を 有 して い る こ とが 近 年 明 らか に され た 。H鎖 は グ リシ ン,
ア ラニ ン,セ リン に富 む繊 維 状 タ ンパ
、ク質 で 絹 糸の 主 成 分 で あ るが,L鎖 の 機 能 は不 明で あ っ た。
著 者 は フ ィ プ ロ イ ン生 産 能 が 著 し く低 下 し,後 部 絹 糸 腺 も未 発 達 なNd-sD変 異 蚕 を材 料 と し
て研 究 を行 った結 果,後 部 絹 糸 腺 腺 腔 内 に わ ず かに 分泌 され た フィプロイ ンがH鎖 の み か らな りL
鎖 を 欠 く こ とを 見 出 した 。 しか し,絹 糸腺 細 胞 内 に はL鎖mRNAが 存 在 す るこ と をL鎖cDNA
との ハ イ ブ リッ ド形 成 によ って 示 し,さ ら に細 胞 内 に遊 離 のL鎖 の存 在 を二 次 元 電 気 泳 動 法 と抗
L鎖 抗 体 を 用 い る ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト法 に よ って 示 した。 ま た,Nd-sD変 異 蚕 の 生 産 す るL鎖
は分 子量 約27kdalで 正 常 蚕 の 生 産 す るL鎖 よ り約2kdal大 き い こ と,こ の結 果 はL鎖mRNA
を コ ムギ胚 芽 抽 出 液 を 用 い るinvitro系 で 翻 訳 させ た場 合 に も認 め られ る こと か ら,遺 伝 子 配 列
の 異 常 に よ る もの と推 定 し た。 ま た,Nd-sD蚕 と正 常 蚕 の 交雑 種 にお いて は,Nd-sD由 来 の
H鎖 が 正 常蚕 由来 のL鎖 と結 合 して ほ ぼ正 常 に分 泌 さ れ る こと を示 した。 著 者 は ま た,Nd(2)変
異 蚕 を 用 いて解 析 した 結 果,こ の場 合 に はH鎖 の 変 異 に よ り,H-Lサ ブユ ニ ッ ト結 合 が妨 げ ら
れ,フ ィプ ロイ ンの分 泌 が 極 度 に低 下 して い る こと を 明 らか に した 。
この 他,著 者 は第14番 染 色 体 上 に存 在 の知 られ て い るU,フ ィプ ロ イ ンL鎖(Fib-L),Nd-
sの3遺 伝 子 を対 象 と す る3点 交 雑試 験 を行 い,Fib-LとNd-sが 交 叉 を 生 じな い ほ ど近 い 位
置 に座 位 す る こ とを 示 した。 著 者 は さ らに,絹 糸昆 虫 に お け る フ ィ プ ロイ ン構造 を検 索 し,L鎖
を 有 す る もの は カ ィ コガ科 の カ イ コ,ク ワ コと マ ツカ レハ ガ科 の マ ッ カ レハ で あ るが 両科 のL鎖
に は免 疫 学 的 相 同性 が 認 め られ な い こ と,ヤ マ マ ユ ガ 科 の4種 で はL鎖 が 存 在 せ ず,比 較 的低 分
子 量 のH鎖 が2量 体 を形 成 して い る こ とを 明 らか に した 。
以上 の よ うに著 者 は 絹 フ ィ プ ロ イ ンの 分 泌 と構 造 につ い て 多 くの 新 知 見 を得 た こ とか ら,審 査
員一 同,著 者 は農 学 博 士 の学 位 を 授 与 され る資格 を 有 す る もの と判 定 した 。
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